
第７２号
令和７年７月 15 日発行相馬市

農業委員会だより

○農業法人 ｢合同会社 さとうさんち｣ の紹介・・・・２
○地域計画の策定／新規就農相談窓口のご案内・・３
○農地パトロール・遊休農地対策事業実施のお知らせ
　相馬市農地バンク制度をご利用ください・・・・・４

○農業委員会活動紹介
　相続登記が義務化されました・・・・・・・・・・・５
○新規就農相談会参加報告／農業者年金・総会のお知らせ
　衛生組合からのお知らせ　ほか・・・・・・・・・・・６

主な内容

農業法人 ｢さとうさんち｣ の
田植えの様子
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～農業法人紹介～

　

今
回
は
、
令
和
5
年
に
農
業
法
人

を
立
ち
上
げ
た｢

合
同
会
社 

さ
と
う

さ
ん
ち｣

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、お
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
身
を
包
み
、
笑
顔
で
迎
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

 

米
作
り
に
は
、
減
農
薬
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
除
草
機
で
除
草
し
た
り
、

カ
メ
ム
シ
対
策
に
は
ニ
ー
ム
オ
イ
ル

と
い
う
天
然
植
物
成
分
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
育
苗
は
、
玄
米
黒
酢
を
使

用
し
て
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

｢

さ
と
う
さ
ん
ち｣

は
、
家
族
経
営

を
し
て
い
て
、
当
日
は
代
表
の
渡
邉

昌
美
さ
ん
（
写
真
右
）、
従
業
員
で
あ

る
昌
美
さ
ん
の
父
の
佐
藤
昌
治
さ
ん

（
写
真
中
央
）、母
の
美
智
子
さ
ん
（
写

真
左
）
が
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
同

じ
く
従
業
員
で
昌
美
さ
ん
の
夫
で
あ

る
徹
さ
ん
は
、
自
宅
で
１
歳
に
な
る

お
子
さ
ん
の
面
倒
を
見
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

震
災
前
ま
で
昌
美
さ
ん
を
は
じ
め
、

昌
治
さ
ん
、
美
智
子
さ
ん
は
南
相
馬

市
に
住
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
時
折
、

美
智
子
さ
ん
の
実
家
（
相
馬
市
新
沼
）

の
田
植
え
な
ど
の
手
伝
い
に
来
て
い

ま
し
た
が
、
農
業
に
関
し
て
は
、
ほ

と
ん
ど
素
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

合
同
会
社

   ｢
さ
と
う
さ
ん
ち｣

設
立
ま
で
の
道
の
り
は
？

ま
し
た
。
農
業
の
素
人
だ
っ
た
私
た

ち
で
し
た
が
、
近
所
の
先
輩
農
家
の

皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
な
ん

と
か
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
会
社

を
設
立
す
る
に
当
た
り
、
父
の
体
調

不
良
な
ど
も
あ
っ
て
、
私
が
代
表
に

な
り
ま
し
た
。

｢

さ
と
う
さ
ん
ち｣

　
命
名
の
理
由
は
？

　

 

会
社
設
立
前
ま
で
、
ず
っ
と
父
の

名
前
で
販
売
し
て
い
た
た
め
、
お
客

さ
ん
が
聞
き
慣
れ
て
い
る｢

佐
藤｣

と
い
う
名
字
を
使
っ
た
会
社
名
に
し

ま
し
た
。

米
づ
く
り
の

　
こ
だ
わ
り
は
？

こ
れ
か
ら

　
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
？

　

 

ド
ロ
ー
ン
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
し
た
田

植
え
や
除
草
剤
の
散
布
な
ど
、
ス
マ
ー

ト
農
業
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

※
佐
藤
昌
治
さ
ん
は
、
令
和
７
年
５
月
９
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
こ
の
記
事
は
、
ご
家
族
の
許
諾
を
得
て

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

１

　

 

震
災
後
、
家
族
で
宇
都
宮
に
避
難

し
て
い
ま
し
た
が
、
母
の
実
家
の
祖

父
母
か
ら
農
業
を
継
い
で
ほ
し
い
と

頼
ま
れ
、
相
馬
で
農
業
を
す
る
こ
と

を
決
心
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
震
災
の
影
響
を
受
け
た
新

沼
の
田
ん
ぼ
の
ガ
レ
キ
拾
い
か
ら
始

め
、
徐
々
に
耕
作
地
を
拡
大
し
て
き

　 【耕作状況】
・特別栽培米　12 町
・無農薬米　      2 町 5 反
・有機米　　      5 反 取材日：令和 7 年 5 月 7 日

ＱＡ

ＱＡＱＱ ＡＡ

―
代
表
の
渡
邉
昌
美
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
―

｢さとうさんち｣ ネーム入りユニフォーム
2.3.4 ｢家族農林漁業プラットフォームふくしま浜通り｣ 主催
｢おやこでお米づくり体験｣ に協力しています！（６月 8 日取材）

２

３４

 ｢

さ
と
う
さ
ん
ち｣

の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
相
馬
の
お
い
し
い
お
米
を

届
け
て
く
だ
さ
い
！
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◆相双農林事務所　農業振興普及部　☎ 0244-26-1150
農業についての技術や経営に関する知識の習得支援、
農業用機械の取得や生活支援に係る補助制度について

◆相馬市農業委員会　☎ 0244-37-2190

農地の賃借、売買について

◆相馬市農林水産課　☎ 0244-37-2147

青年等就農計画及び農業経営改善計画について
種苗購入費補助、主食用米促進支援、
農業法人設立支援、ハウス等資材費補助等について

　そうま地区新規就農支援チームもご利用ください！

◆ＪＡそうま地区本部農業振興課  ☎ 0244-67-2702

農業委員会（0244-37-2190）は、新規就農の相談を随時受け付けして
おりますが、以下の団体でも相談できます。

令和５年４月より、福島県農業経営・就農支援センターでは「農業をはじめたい」「農業
を安定・発展させたい」などの相談をワンストップで受け付けしています。

ワンフロアでまとめて相談！！
 　◇福島県
　◇ＪＡグループ福島
　◇福島県農業振興公社
　◇福島県農業会議

　　福島県農業経営・就農支援センター　
　　☎ 024-521-8676　受付時間（平日）8:30 ～ 17:15
　　福島市中町８- ２　福島県自治会館１階（県庁西隣）　　

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
5
年
後
～
10

年
後
の
農
業
の
展
望
が
描
け
な
い
地
域
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
農
業
の
将
来
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
し
、
農
地
の
効
率
的
か
つ
総

合
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
す
る

の
が
『
地
域
計
画
』
で
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
計
画
の
策
定
に
当

た
り
、
将
来
の
農
地
の
耕
作
者
を
示
す
『
目
標

地
図
の
素
案
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
が
地
域
計
画
の
案
を
作
成
し
、
関
係
者
か
ら

の
意
見
の
聴
取
な
ど
を
経
て
令
和
７
年
2
月
3

日
に
公
告
し
ま
し
た
。

　

地
域
計
画
は
、
相
馬
市
の
農
業
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
大
切
な
計
画
で
す
。
計
画
は
、
今
後

随
時
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
引
き
続

き
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
域
計
画
が

   
策
定
さ
れ
ま
し
た
!

○
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係　

　

☎
０
２
４
４ｰ

３
７ｰ

２
１
４
７

地
域
計
画
は
こ
ち
ら
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

新規就農相談窓口のご案内 新規就農相談窓口ってど  こ？

～県と３つの農業団体が常駐する総合相談窓口について～

技術や経験はないけど、
　　農業を始めたい！

農業を始めたけれど
経営を安定させたい！

農業経営を発展させたい！

福島県農業経営・就農支援センターでの４つのメリット
　　１つの窓口で相談 OK
　　 作物や就農場所が決まってなくても相談 OK
　　 県内各団体に情報共有＝就農場所が変わっても、継続して相談 OK
　　 無料の専門家派遣 OK　※審査等があります。

まずは電話で
  ご相談を！

年　度 R3 R4 R5
新規就農者数（人） ２３３ ３３４ ３６７

福島県の
新規就農者数一口メモ
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　農地バンクとは、農地の所有者から登録申請のあった農地
の売買及び賃借などの情報を公開し、農地の利用希望者がい
た場合、農地の所有者へ紹介する制度です。
　詳しくは、ホームページに掲載しておりますので、右上の
ＱＲコードを読み取ってご覧ください。

詳しくはこちらの
ＱＲコードから
ご覧ください。

○問い合わせ先　農業委員会農地係　☎ 0244-37-2254

　｢相馬市農地バンク制度」をご利用ください !

農地を
売りたい
貸したい

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　この事業は、農業委員会が一丸となって遊休農地解消活動に取
り組み、市民の皆さまに広くお伝えすることで、遊休農地の問題
に関心をもってもらうことを目的としています。
　今年も、遊休農地に土壌改良の効果が期待され、景観作物とし
ても楽しめる「ヒマワリ」を植えます。

今年も遊休農地対策事業を行います！

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
夏
頃
に
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
、
農
業

委
員
会
は
管
内
全
て
の
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
た
め
で
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
主
な
目
的
は
、
次
の
３

点
で
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　

 　
 

実
施
し
ま
す
！

▶
昨
年
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子

▲昨年の遊休農地対策事業の様子
  （磯部地区、品種：夏りんぞう）

　

①
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認

　

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消

　

③
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見

 

◇
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的

　

今
年
も
、
7
月
か
ら

9
月
に
か
け
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

緑
色
の
帽
子
と
腕
章
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

者へつなげることが期待されます。
　今年も品種は、『夏りんぞう』です。
　『夏りんぞう』は背が低く、風に強
い品種です。昨年は、磯部地区に見
事なヒマワリが咲きそろいました。
今年は、日立木地区で実施します。見
頃は８月下旬から９月上旬の予定で
すので、楽しみにしていてください。

　近年、市の遊休農地は増加傾向にあり、深刻な問題となっ
ています。
　農業委員会は、平成 18 年から遊休農地対策事業を行って
おり、近年はヒマワリの種をまいています。ヒマワリは土
壌改良効果が期待され、荒れていた農地を新たな耕作希望　桑折好行委員長

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
を
地
域
全
体
で
守
り
、

い
か
に
活
か
し
、
残
し
て
い
く
か
を
常
に
心
が

け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

  ～農地利用最適化推進委員会 桑折好行 委員長挨拶～

　
全
国
的
に
、
収
穫
し
た
米
を
狙
っ
た
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
盗
難
防
止
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

【
盗
難
対
策
の
例
】

  

・
保
管
庫
な
ど
の
窓
や
出
入
り
口
の
施
錠
を
徹
底
す
る
。

  

・
保
管
庫
な
ど
に
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
を
設
置
す
る
。

  

・
不
審
者
・
不
審
車
両
を
見
か
け
た
ら
速
や
か
に
警
察
に
通
報
す
る
。

米
の
米
の
盗
難
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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農業委員会活動紹介  ～全体協議会編～
農業委員・農地利用最適化推進委員は、農業者と農地を守るため、日々活動しています。
主な活動としては、農地の確保と有効利用、農地利用の最適化、担い手の育成・確保など
があります。様々な課題解決に向けて取り組んだ令和６年度後半の活動をご紹介します。

農業委員・推進委員全体協議会
【開催日】

　令和７年２月２１日（金）
【内　容】

①令和７年度農作業労働賃金標準額（案）について
　・令和７年度農作業労働賃金標準額について協議しました。
②違反転用の取扱いについて
　・違反転用の是正・解消に向け、どのような取り組みを行っていくかを協議しました。
③転用許可指令後の指導ついて
　・農地転用許可を受けた土地について、工事の進捗が進んでいない現場があれば、　　
　報告を行うことなど、許可後の方向性について協議しました。　

▲各項目について熱心に協議する委員ら

　

農
作
業
事
故
の
中
で
、
農
業
機
械
作
業
中
に
発
生
す
る

事
故
は
、
全
体
の
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
年
齢
別
に
見

る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
事
故
が
約
85
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
を
運
転
す
る
際
は
、『
事

前
に
危
険
箇
所
を
把
握
す
る
』『
複
数
人
で
作
業
す
る
』『
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
』
な
ど
し
て
、
事
故
に
は
十
分
注

意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
梅
雨
明
け
直
後
は
、
農
作

業
中
の
熱
中
症
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
の・

ど・

の・

渇・

き・

を・

感・

じ・

る・

前・

に・

『
こ
ま
め
な
水
分
補
給
』
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
『
塩
分
補
給
』
も
忘
れ
ず
に
！

　
　
　
　
　
　

　

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

農
作
業
中
の
事
故
に

　
　
　  

　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

安全運転！

相
続
登
記
が

　
　
　
　
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
６
年
4
月
1
日
か
ら
、
相
続
登
記
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

 

相
続
登
記
は
、
相
続
を
し
た
こ
と
を
知
っ

た
日
か
ら
3
年
以
内
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
相
続
登

記
を
し
な
い
場
合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が

科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
を
相
続
し
た
場
合
、
農
業
委

員
会
に
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⬅詳しくはこちらのＱＲコードから
　ご覧ください。（法務省リンク先）

研 修
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編編  

集集  

後後  

記記

編
集
委
員
長　

中
和
田
吉
彦

　
　

委　

員　

後
藤　

義
昭

　
　

委　

員　

舘
山
友
美
子

　

い
つ
も
農
業
委
員
会
だ

よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
で
す
。
蛇

は
、
脱
皮
を
す
る
こ
と
か

ら｢

復
活
と
再
生｣

を
象

徴
し
、｢

努
力
が
実
る
年｣

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
物
価
の
高
騰
や
異

常
気
象
な
ど
に
よ
り
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す

が
、
巳
年
に
な
ぞ
ら
え
て
、

｢

努
力
が
実
る｣

こ
と
を
信

じ
、
暑
さ
に
負
け
ず
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
後 

藤
）

■
編
集
・
発
行

相
馬
市
農
業
委
員
会

相
馬
市
中
村
字
北
町
６
３ｰ

３

☎
０
２
４
４ｰ

３
７ｰ

２
１
９
０

来
場
者
か
ら
の
相
談

を
受
け
る
門
馬
委
員

（
写
真
左
）

新
規
就
農
相
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

有機入り肥料を無料で配布しています！

衛生組合からのお知らせ

　相馬方部衛生組合衛生センターでは、し尿を処理
する工程で発生した汚泥から発酵肥料を生産し、当
面の間無料で配布しています。
　ご希望の方は、下記の申込先まで必ず事前申し込
みをしてください。
○受取場所　衛生センター
　　　　　   （相馬市光陽 4 丁目 2-1）
○規　　格　10㎏または 20㎏入
　　                   　※数量は、原則３袋までです。
○主な成分　チッ素、リン酸、 銅、カリウム、亜鉛
○申  込  先    相馬方部衛生組合事務局
　　　　　　  ☎０２４４－３５－４１２４

問い合わせ先
農業委員会事務局
☎ 0244-37-2190

詳しくはこち
らのＱＲコー
ドからご覧い
ただけます➡

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
｢農業者年金｣ に加入して安心で豊かな老後を！

　　　農業者なら誰でも入れる ｢ 終身年金 ｣です！
　　　
　　　一定の要件を満たす方には、
　　　　　　　月額最大 1万円の保険料補助

　　　保険料は全額社会保険料控除の対象
　　　　　　　など、生涯を通じて大きな節税効果 !

老後の備えは国民年金
　 ＋ 農業者年金！

☎ 0244-37-2190

月４回

金曜日発行

月額 700 円

農家の思いを伝え農業・農村の「未来」を

ともに考えます。
全国農業新聞は農業委員会ネットワークが発行する
週刊の農業総合専門紙です。お申し込みは農業委員
会までどうぞ。

日程は変更になる場合がありますので、
ホームページ等であわせて確認下さい。

総 会 日 程 申 請 書 締 切

９月１０日 ８月１３日

１０月１０日 ９月９日

１１月 1 ３日 １０月１６日

１２月１２日 １１月１２日

農業委員会総会のお知らせ
大好評

！

　

去
る
令
和
６
年
12
月
8
日
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
新･

農
業
人
フ
ェ

ア
（
新
規
就
農
相
談
会
）
が
開
催
さ

れ
、
相
馬
市
も
新
規
就
農
者
を
誘
致

す
る
た
め
出
展
し
ま
し
た
。

　

当
農
業
委
員
会
か
ら
も
門
馬
英
綱

委
員
が
参
加
し
、
就
農
を
希
望
す
る

来
場
者
か
ら
の
相
談
に
当
た
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
現
在
の
仕
事
を
退
職
し

て
か
ら
の
雇
用
就
農
を
希
望
し
て
い

る
方
や
自
営
就
農
を
希
望
し
て
い
る

方
な
ど
が
多
く
訪
れ
、
相
馬
市
の
気

候
に
適
し
た
農
業
や
、
補
助
金
を
活

用
し
た
研
修
に
つ
い
て
の
説
明
を
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

相
談
者
か
ら
は
「
相
馬
市
の
農
業

の
特
徴
や
就
農
方
法
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
な
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

た
。」「
助
成
金
を
活
用
し
た
研
修
を

し
て
み
た
い
。」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。


